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三熊会パソコン同好会（２０２０年度第１回）    2020.06.22 J.Katoh 

Ｅｘｃｅｌの基本（Word&Excel2010 参照） 

Chapter８  数式と関数のテクニック 

Ⅱ．関数を活用する・・P128～P136 

３．目的にあった関数を探す（関数の検索）・・・P129       テキスト参照 

５．数値を四捨五入する（ROUND 関数）  ・・・P131    テキスト参照 

 

「実習」（上記の２項を一緒に説明） 

関数の探し方を実習 

本例は、注文数を 100 個単位で実施する場合の例。 

 

①関数を入力するセルを指定 

 

②「数式」タブを選択 

 

③「関数ライブラリー」の項の 

 「関数の挿入」をクリックする。 

 

⑤下図のウィンドウが開いたら、「四捨五入」とキ

ーワードを入力し、「検索開始」をクリックする。 

 

⑥「ROUND」を選択し、「OK」をク

リックする。 

 

 

ここからはテキストＰ１３１参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（関数の一覧表は２０１９年度２１回の資料を参照のこと。） 
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⑦「数値」の欄に四捨五入の対象

となる数値の入ったセルを指定す

る。 

本例ではセル「Ｂ４」をクリックす

る。 

 

⑧数値欄に「Ｂ４」とセル番号が表

示される。 

 

⑨「桁数」欄に結果末尾の表示桁

数を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１００の位までで丸めるため、下

記の表を参照し、「－２」と入力す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．合計を簡単に求める（SUM 関数）・・・P130     テキスト参照 
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６．種類別に合計（SUMIF 関数）・・・P132     テキスト参照 

「実習」 

 

（P128 の項、資料第２０回の２項の方法利用し、一

部方法を変更）  

  P128 の例では 

＝SUMIF（B4:B13,”東京“,C4:C13） 

（検索範囲、検索条件、合計範囲）の様に直接条

件を記入している。 

 

 

 

 

 

・P132では検索条件を予めセルに記入しておき、それを参照する方式を学ぶ。 

 

①エクセルのサンプル一覧から 

「P132_種類別に合計するには.xlsx」のファイルを開く 

 

②前述の表と一部異なり、左図の様に B15のセルに東京と記

載されている。 

 

③C15 のセルに東京の店舗のみの売上個数合計を算出す

る。 

テキスト P132 の１～５の手順で計算して見よう。 

 

 

 

 

直接“東京”と記入せず、セル B15 を参照する形式 

となっている。 
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SUMIFS 関数（条件が 2 つ以上を満たす場合の合計を行う） 

（例）前ページの売上表から、東京店舗の売上の内、個数 5 個以上の日の売上金額を集計する。 

 

①セルＢ１５に、条件１の「東京」と記載する。 

②セルＣ１５に、５個以上を示す、「>=5」 と記載する。 

 ５より大きい条件の場合は、「>5」 

 ５より小さい条件の場合は、｢<5｣ 

  いづれも算術記号は半角文字、以上以下の場合の= 

  記号は不等号の後ろに記述する。 

  

③計算式を入力するセルＤ１５を選択する。 

 

 

④「数式」タブ、「関数の挿入」から下図のウィンドウで「すべて表示」カラ下部から「SUMIFS」を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「OK」をクリックすると次ページの「関数の引数」設定のウィンドウが開く 
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⑥合計対象範囲にカーソルを移動、クリックする。 

⑦合計対象範囲セルＤ４～Ｄ１３を選択（ドラッグする）と下図の様に範囲欄にセル位置が入力される。 

 

⑧次に条件範囲１の欄をクリックし、第 1 の条件を選択する範囲をドラッグする。 

⑨次に条件１の欄をクリックし、検索する条件が記載されたセルを選択する。 

 

 これで条件１（東京店舗のデータを選択）を満たす部分が設定できた。 
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⑩次に条件範囲２の欄をクリックし、第２の条件を選択する範囲をドラッグする。 

⑪次に条件２の欄をクリックし、検索する条件が記載されたセルを選択する。 

 

 

 

⑫条件１、条件２の引数が設定できたので、「OK」をクリックする。 

 

 

 

⑬左図の様に、セルＤ１５に計算値が表示さ

れる。 

  

全体から東京店舗の一日売上個数５個以上

の日の売上合計金額が表示された。 

 

 

 

 

 

７．条件に合うデータの件数を数える（COUNTIF 関数）・・・P133   テキスト参照   

  

 

 

 空白のセルを計数する場合 

 COUNTBLANK 関数を使うと便利 ・・・Ｐ１３３の下部「ＰＯＩＮＴ！」欄を参照 

 


